令和７年度　保育の質の自己評価ガイドラインチェックリスト結果について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住田町立世田米保育園
　保育所保育指針には、「保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画の展開や保育士等の自己評価結果を踏まえ、当該保育所の保育の内容について自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなければならない。」とされています。
　この規定を踏まえ、職員自らが評価を通して、保育の質の向上あるいは組織の運営に関する問題や課題点を探り、次年度の保育計画や保育内容の向上、改善に努めると共に保育園としての専門性、組織力の向上に結びつけていくことをねらいとしています。
　この一年を振り返り、自らの保育実践や組織のあり方について評価いたしました。評価結果は以下のとおりです。次年度もより良い保育、保護者の皆様に信頼される園づくりを目指していきたいと思います。

【評価基準】
　　A、理解し十分に取り組んでいる　　B、おおむね取り組めている　　
C、理解が不足し十分取り組んでいない　　　　　　　　　　　　　％　　％　　％
	（１）子どもの権利
	A
	B
	C

	1
	子どもの権利を守る立場を自覚し保育の中で十分に配慮している。
	62.5
	37.5
	0

	2
	一人ひとりの子どもの行動や欲求に対して穏やかに対応し、子どもが理解できるような年齢に応じたわかりやすい言葉を選び、応答的に関わっている。
	43.8
	56.3
	0

	3
	むやみな制止や禁止、子どもの言葉や言動を無視する、不必要に大きい声、否定的・抑圧的・管理的な対応などをしていない。
	60.0
	40.0
	0

	子どもの人権を尊重した保育について、定期的セルフチェックを行ったり、園内研修を行ったりし自分の保育を見直す機会を設けてきた。今後も一人ひとりの子どもの行動や欲求に対する対応の仕方、子どもが理解できるような年齢に応じた言葉や選び方や丁寧な関わり方を学び、実践していきたい。

	（２）職員に求められる資質
	A
	B
	C

	4
	子どもと関わることを喜び、子どもと一緒に楽しむことができ、積極的に保育に従事している。
	50.0
	50.0
	0

	5
	職員間のコミニュケーションを円滑にし、共通理解と協働性を高めようと行動している。
	50.0
	50.0
	0

	6
	日頃の保育を定期的に振り返り自己評価し、保育の質を向上しようとする意欲がある。
	60.0
	33.3
	6.7

	園内外の研修に積極的に参加し、自分自身の保育の質の向上に努めた。また、公開保育でお互いの保育を見せ合うことで、個々の保育の質の向上だけでなく、園全体の保育の質の向上につながるよう、研究を進めた。今後も引き続き公開保育等を行い、自身の保育を見直す機会を設け、さらに研究を深めていきたい。

	（3）保育環境
	A
	B
	C

	7
	友だちと好きなことをして落ち着いて遊べる場所や一人でじっくりと楽しむことができる場所、体や心をゆっくりと休めたりくつろいだりする空間がある。
	33.3
	66.7
	0

	8
	子どもの生活空間において、遊具の素材・配置などの工夫をしている。
	33.3
	66.7
	0

	9
	子どもの成長に合わせた玩具・遊具・絵本が子どもの手の届く場所に用意され、子どもが自由に遊び、主体的に遊びを展開できるように配置がされている。
	33.3
	66.7
	0

	子どもの月齢、年齢、興味、関心に応じて、主体的な遊びが展開できるような環境作りが十分にできているという割合は3割にとどまっている。今後は園内研修や公開保育の研究会等で意見を交わしたり研究を深めたりしながら、お互いに高め合っていきたい。

	（4）保育内容

	①乳児保育
	A
	B
	C

	10
	乳児は疾病への抵抗力が弱く心身の機能の未熟さに伴う疾病の発生が多いので、一人ひとりの発育及び発達状態や健康状態について把握し、職員間で連携をとりながら、適切な対応を行っている。
	53.8
	30.8
	15.4

	11
	一人ひとりの子どもの生育歴の違いに留意しつつ、欲求を満たし応答的に関わるようにしている。
	46.2
	46.2
	7.6

	乳児期は発達や発育、生活リズム、離乳食の段階等において個人差が大きい時期であるため、一人ひとりの合わせた対応をするのには難しい面もあったが、園での生活に徐々に移行できるよう、安心安全で落ち着いた環境のもと、一人ひとりに丁寧に関わり寄り添いながら成長・発達を促すよう努めた。

	②１歳以上３歳未満児
	A
	B
	C

	12
	子どもの不安な感情の表出を受け止め、そうした気持ちから立ち直る経験や感情のコントロールをすることへの気づきなどにつなげていけるように援助している。また友だちとの関わり方を丁寧に伝えている。
	38.5
	61.5
	0

	13
	自我が形成され子どもが自分の感情や気持ちに気づく時期であるため、自分でしようとする気持ちを尊重し温かく見守り応答的に関わっている。
	46.2
	53.8
	0

	一人ひとりの子どもの気持ちを尊重し温かく見守る姿勢を大切にしながら、個々へ子どもへの関わり方を見直し、応答的な関わりができるように考えていきたい。

	③３歳以上児
	A
	B
	C

	14
	子ども一人ひとりの置かれている状況を把握し、ありのままの姿を理解し見通しを持って受け入れ、子どもが安心感と信頼感を持って、自分らしさを発揮し行動できるように援助している。
	45.5
	54.5
	0

	15
	幼児期において育みたい資質・能力は、主体的な遊びや生活の様々な経験が相互に関連し合い、積み重なって育まれるものであることに留意し、環境を整えたり援助したりしている。
	45.5
	45.5
	9.0

	あまり取り組めていないという9.0％の人は、主体的な遊びや生活の基盤となる環境構成についての取り組みをもっともっと充実させていきたいという思いの表れでもあると思われる。子ども一人ひとりが発達や特性に応じて育っていくように、環境を整え担任間で思いを共有しながら子どもが安心感と信頼感を持って、自分らしさを発揮できるように援助していきたい。

	（５）食育
	A
	B
	C

	16
	「保育所における食事の提供ガイドライン」をベースに、食育に関する方針や目標が計画され、計画に基づいて、給食職員と保育者等が定期的に情報交換し、連携を図って食に関する取り組みを行っている。
	40.0
	46.7
	13.3

	17
	子どもの状態に合わせて量を加減したり、大きさや柔らかさ、味付けや彩などに細かい配慮をしたりしている。
	66.7
	33.3
	0

	18
	無理やり食べさせたりせず、子どもの気持ちに寄り添いながら給食の介助をしている。
	66.7
	33.3
	0

	食事を作る側（給食職員）、食べさせる側（保育士）、保護者と連携し合いながら、子どもが食べることを楽しめるような援助に努めているところである。食べることは、生きることの源であり、心身の発達に密接に関係していることを踏まえ、食育計画を作成し実践をしているところではあるが、13.3％の人が取り組みが不十分と感じているという結果が出ている。今後さらに計画の理解を深め、連携を強化していきたい。

	（６）支援の必要な子どもの保育
	A
	B
	C

	19
	子ども同士の関わりに配慮し、共に成長できるようにしている。
	60.0
	33.3
	6.7

	20
	保護者の悩みに寄り添い、子どもの育ちや保護者の置かれた状況に関して共に考える姿勢を持っている。
	73.3
	26.7
	0

	一人ひとりの子どもの状況に応じた環境を設定し、専門機関や保護者との連携をとりながら適切な援助や配慮に努めている。さらに園内で情報共有をしながら園全体で援助の方法を考え支援していくこと、子ども同士の関わりの中でお互いに成長していけるよう意識しながら保育のあたることに配慮していきたい。

	（７）健康
	A
	B
	C

	21
	子どもの入園前に既往歴やアレルギー等の把握を行っている。入園後も感染症発生時には掲示板などで保護者に伝達したり、園内の衛生管理を徹底したりするなど、保護者の協力や職員の連携などにより感染拡大防止に努めている。
	68.7
	31.3
	0

	22
	子どもの健康状態を把握し、体調に合わせて過ごすことができるよう配慮している。日々の健康観察を行い子どもの健康状態がいつもと違う状況にある場合は、その対応をすると共に保護者に連絡をして対応の検討を行う。
	73.3
	26.7
	0

	担任同士が連携をとりながら一人ひとりの健康状態を把握し、その日の健康状態に合わせて安心して過ごせるように配慮してきた。感染症の流行時期に合わせて園内研修を行い、感染防止や対応について学びたい。今後も感染防止及び子ども達の健康維持・増進に努めていきたい。

	（８）安全管理
	A
	B
	C

	23
	事故（プール・水遊び等含む）や災害、不審者対応などにおける安全確保や事故防止についてリスクや注意すべきことを整理し、対応マニュアルの作成や全職員に周知するための研修、発生時を想定した訓練を行っている。
	50.0
	50.0
	0

	24
	施設内外を清潔に保ち、玩具・遊具の点検や消毒を定期的に行い、安全・安心な環境作りに努めている。
	73.3
	26.7
	0

	25
	その日の子どもの様子や活動内容における安全管理について、職員同士で事前の確認、下準備を行うと共に、子どもの行動を予測し職員同士が声を掛け合いながら保育を実践している。
	46.7
	53.3
	0

	年齢や発達に応じて子どもの安全に考慮すると共に、危険に対する知識やその理由で丁寧に伝え、子ども自身が危険な場所や遊び方を知り、考えて行動できるように援助する。さらに安全面について、職員間で確認・改善・情報共有を行っていきたい。

	（９）子育て支援
	A
	B
	C

	26
	登降園時間の会話や連絡帳、活動の記録など日々のコミニュケーション、行事等あらゆる機会を通じて、保育の意図、子どもの状況などを保護者と連絡を取り合っている。
	53.3
	46.7
	0

	27
	育児不安などがみられる保護者に対し、保護者の思いや家族の状況、園での子どもの様子（発達や行動特徴など）を踏まえ、援助の仕方を一緒に考える姿勢を持ち支援を行っている。
	37.5
	62.5
	0

	子どもの成長を保護者と共有できるように送迎時のコミュニケーションや写真掲示等に取り組んだ。また行事では前年度の保護者アンケートの結果をもとに次の行事のあり方について検討し、改善を加えながら実施した。また不安や悩みをかかえている保護者に対しては、定期的に面談を行ったり、日々の丁寧なやり取り行ったりし、寄り添った対応に努めた。

	（10）運営体制
	A
	B
	C

	28
	運営や業務の効率化と改善に向け、保育に関わるすべての職員と連携をとるための取り組みがなされている。
	31.3
	68.7
	0

	29
	研修会・研究会に参加する場合は、自己課題・向上心を持って参加し、専門性を高めるために必要な知識及び技術の習得、維持に努めている。
	50.0
	50.0
	0

	職員が安心して業務に従事し、自らの専門性を高める意欲を持ち続けられるよう健全な経営に努め
ると共に、適切な保育環境の整備に努めていきたい。また、職員一人ひとりが目標に向かって取り組めるような研修の機会の確保に努めていきたい。




